
毎
年
恒
例
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

が
平
成
30
年
１
月
15
日
（
月
）
午

後
６
時
よ
り
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

301
集
会
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
ご
来
賓

の
皆
様
と
会
員
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。定

刻
、
新
山
文
敏
総
務
部
副
部

長
の
司
会
に
よ
り
、
新
年
賀
詞
交

歓
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

高
村
多
嘉
藏
副
支
部
長
の
開
会

の
挨
拶
に
続
き
船
川
喜
正
支
部
長

よ
り
ご
来
賓
並
び
に
会
員
へ
新
年

賀
詞
交
歓
会
を
盛
大
に
開
催
で
き

た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
大
森
眞
市
副

支
部
長
の
乾
杯
で
歓
談
が
始
ま
り

ま
し
た
。

宴
も
た
け
な
わ
の
中
、
田
中
智

副
支
部
長
の
中
締
め
、
集
合
写
真

の
撮
影
が
あ
り
午
後
８
時
30
分
に

賀
詞
交
歓
会
は
散
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
総
務
部
長

増
田
好
男
）

埼
玉
県
行
政
書
士
会
（
荒
岡
克

巳
会
長
＝
上
尾
支
部
）
お
よ
び
埼

玉
県
行
政
書
士
政
治
連
盟
（
波
澄

哲
夫
会
長
＝
朝
霞
支
部
）
が
主
催

す
る
、
平
成
30
年
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
１
月
12
日
（
金
）
に
、
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
上
尾
支
部
か
ら
は
会
員
11

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
埼

玉
県
知
事
の
上
田
清
司
様
、
埼
玉

県
議
会
議
長
の
小
林
哲
也
様
、
日

行
連
会
長
の
遠
田
和
夫
様
、
自
民

党
埼
玉
県
連
会
長
の
新
藤
義
孝
様
、

立
憲
民
主
党
代
表
の
枝
野
幸
男
様
、

公
明
党
埼
玉
県
本
部
副
代
表
の
宮

崎
勝
様
、
民
進
党
埼
玉
県
総
支
部

連
合
会
代
表
の
大
野
元
裕
様
、
埼

玉
県
議
会
議
員
顧
問
会
議
会
長
の

野
本
陽
一
様
、
さ
い
た
ま
市
長
清

水
勇
人
様
代
理
で
特
別
秘
書
の
吉

田
太
様
ほ
か
、
県
内
選
挙
区
の
衆

参
国
会
議
員
、
埼
玉
県
議
会
議
員
、

埼
玉
県
庁
関
係
者
、
業
界
団
体
代

表
者
な
ど
、
多
く
の
ご
来
賓
か
ら
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上
尾
支
部

新
年
賀
詞
交
歓
会

埼
玉
県
行
政
書
士
会

会
長

荒
岡
克
巳

様

上
尾
市
長

畠
山
稔

様

桶
川
市
長

小
野
克
典

様

伊
奈
町
長

大
島
清

様

衆
議
院
議
員

大
島
敦

様

奥
様

大
島
直
子

様

衆
議
院
議
員

中
根
一
幸

様

秘
書

吉
田
英
紀

様

埼
玉
県
議
会
議
員

石
渡
豊

様

埼
玉
県
議
会
議
員

岡
地
優

様

埼
玉
県
議
会
議
員

清
水
義
憲

様

上
尾
商
工
会
議
所

会
頭

神
田

博
一

様

伊
奈
町
商
工
会

会
長

町
田
伸
吉

様

埼
玉
県
行
政
書
士
会
大
宮
支
部

支
部
長

坂
東
明
美

様

埼
玉
県
行
政
書
士
会
鴻
巣
支
部

副
支
部
長

栁
澤
一
夫

様

埼
玉
県
行
政
書
士
会
埼
葛
支
部

支
部
長

西
村
良
平

様

上尾支部 新年賀詞交歓会
ご来賓の方々のご芳名

埼
玉
県
行
政
書
士
会

新
年
賀
詞
交
歓
会

荒岡県会会長と



お
祝
い
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
上
尾
支
部
内
の

会
員
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
他
支

部
の
先
生
方
と
も
懇
親
を
深
め
な

が
ら
の
談
笑
を
交
わ
す
場
と
な
り

ま
し
た
。

出
席
し
た
会
員
の
中
か
ら
は

「
新
会
員
は
ど
う
し
て
も
出
席
し

づ
ら
い
と
感
じ
て
県
の
賀
詞
交
歓

会
参
加
を
見
送
り
が
ち
で
す
が
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報

交
換
の
場
と
し
て
も
ぜ
ひ
参
加
す

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

（
総
務
部
副
部
長

新
山
文
敏
）

平
成
30
年
４
月
21
日
（
土
）
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

上
尾
駅
自
由
通
路
に
て
街
頭
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
午
後
延
べ
30
名

の
会
員
が
参
加
し
、
52
件
の
相
談

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
内
、
遺
言

相
続
に
関
す
る
相
談
が
例
年
通
り

最
も
多
く
38
件
を
占
め
ま
し
た
が
、

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
も
６
件

と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

相
談
会
用
の
看
板
を
新
調
し
て

臨
ん
だ
相
談
会
で
し
た
が
、
看
板

と
支
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ャ
ン
パ
ー

の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
が
相
乗
効
果

と
な
っ
て
、
相
談
に
来
ら
れ
た
方

に
親
し
み
や
す
い
行
政
書
士
の
印

象
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

当
日
の
運
営
に
あ
た
っ
て
ご
協

力
い
た
だ
い
た
支
部
会
員
の
皆
様

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
業
部
長

佐
々
木

幹
）

平
成
30
年
５
月
９
日
（
水
）
午

後
３
時
よ
り
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

302
集
会
室
に
お
い
て
平
成
30
年
度

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
村
多
嘉
藏
副
支
部
長
の
開
会

の
言
葉
に
続
き
船
川
喜
正
支
部
長

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

船
川
支
部
長
は
、
出
席
し
た
会

員
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
た
後
、

平
成
29
年
度
の
事
業
が
順
調
に
進

ん
だ
こ
と
と
、
支
部
規
則
改
正
に

取
り
組
み
本
総
会
に
上
程
す
る
こ

と
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
司
会
者

の
指
名
に
よ
り
議
長
に
野
中
尚
副

支
部
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
は
、
席
に
着
き
定
足
数

（
会
員
数
126
名
・
出
席
会
員
数
65

名
）
の
確
認
を
行
い
本
総
会
が
有

効
に
成
立
し
た
旨
を
述
べ
、
議
事

録
作
成
人
及
び
議
事
録
署
名
人
を

指
名
し
た
後
、
議
案
の
審
議
に
入
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埼
玉
県
行
政
書
士
会

会
長

荒
岡
克
巳

様

上
尾
市

副
市
長

松
澤
純
一

様

桶
川
市

副
市
長

松
本
幸
司

様

伊
奈
町

副
町
長

大
熊
聡

様

衆
議
院
議
員

大
島
敦

様

秘
書

堀
浩
一
郎

様

衆
議
院
議
員

中
根
一
幸

様

秘
書

犬
養
俊
郎

様

埼
玉
県
議
会
議
員

石
渡
豊

様

埼
玉
県
議
会
議
員

岡
地
優

様

埼
玉
県
議
会
議
員

清
水
義
憲

様

上
尾
商
工
会
議
所

会
頭

神
田
博
一

様

伊
奈
町
商
工
会

会
長

町
田
伸
吉

様

埼
玉
県
行
政
書
士
会

大
宮
支
部

支
部
長

坂
東
明
美

様

埼
玉
県
行
政
書
士
会

鴻
巣
支
部

副
支
部
長

栁
澤
一
夫

様

埼
玉
県
行
政
書
士
会

埼
葛
支
部

支
部
長

西
村
良
平

様

上
尾
駅
街
頭
無
料
相
談
会

集合写真

相談会の様子

平
成
30
年
度

上
尾
支
部
定
時
総
会

上尾支部 定時総会懇親会
ご来賓の方々のご芳名



り
ま
し
た
。

ま
ず
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
３

号
議
案
で
あ
る
平
成
29
年
度
事
業

報
告
、
平
成
29
年
度
収
支
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告
が
一
括
上
程
さ

れ
執
行
部
に
よ
る
議
案
内
容
説
明

の
後
、
質
疑
応
答
を
経
て
採
決
し
、

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
４
号
議
案
及
び
第

５
号
議
案
で
あ
る
平
成
30
年
度
事

業
計
画
（
案
）
及
び
平
成
30
年
度

収
支
予
算
（
案
）
が
一
括
上
程
さ

れ
執
行
部
に
よ
る
議
案
内
容
説
明

の
後
、
質
疑
応
答
を
経
て
採
決
し
、

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
６
号
議
案
で
あ
る

平
成
30
年
度
上
尾
支
部
役
員
選
任

（
案
）
が
上
程
さ
れ
執
行
部
に
よ

る
議
案
内
容
説
明
の
後
、
採
決
し
、

賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
７
号
議
案
で
あ
る

上
尾
支
部
規
則
改
正
（
案
）
が
上

程
さ
れ
風
間
昭
彦
顧
問
（
元
支
部

規
則
改
正
委
員
長
）
に
よ
る
議
案

内
容
説
明
の
後
、
採
決
し
、
全
会

一
致
で
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
長
の
退
任
の
後
、
大
森
眞
市

副
支
部
長
の
閉
会
の
言
葉
に
よ
り

定
時
総
会
は
、
閉
会
し
ま
し
た
。

懇
親
会

定
時
総
会
終
了
後
、
午
後
６
時

よ
り
同
所
301
集
会
室
に
お
い
て
、

長
島
優
香
総
務
部
員
の
司
会
に
よ

り
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
中
副
支
部
長
の
開
会
の
挨
拶

に
続
き
船
川
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂

戴
し
、
大
森
副
支
部
長
の
乾
杯
で

歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

和
や
か
に
歓
談
す
る
中
、
祝
電

披
露
等
が
行
わ
れ
高
村
副
支
部
長

の
中
締
め
、
集
合
写
真
の
撮
影
が

あ
り
午
後
８
時
に
懇
親
会
は
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
部
長

増
田
好
男
）

埼
玉
県
行
政
書
士
会
の
平
成
30

年
度
定
時
総
会
が
５
月
24
日
（
木
）
、

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
定
時
総
会
の
前
に
顕

彰
式
典
が
開
催
さ
れ
、
上
尾
支
部

か
ら
は
15
名
の
会
員
が
埼
玉
県
行

政
書
士
会
会
長
功
労
表
彰
受
賞
者

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
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挨拶をする船川支部長

平
成
30
年
度

県
会
定
時
総
会

埼
玉
県
行
政
書
士
会
会
長
功
労
表
彰
受
賞
者

顕
彰
規
程
第
３
条
第
１
項
第
１
号
該
当

（
本
会
の
役
員
の
経
歴
通
算
４
年
以
上
の
者
）

會
田
和
夫
会
員
、
野
中
尚
会
員
、
本
間
広
美
会
員

顕
彰
規
程
第
３
条
第
１
項
第
３
号
該
当

（
支
部
の
役
員
経
歴
通
算
６
年
以
上
の
者
）

澤
畠
裕
会
員
、
関
口
光
男
会
員
、
高
村
多
嘉
藏
会
員
、

髙
村
龍
介
会
員
、
林
保
次
会
員
、

船
川
喜
正
会
員
、
町
田
滿
会
員

顕
彰
規
程
第
３
条
第
１
項
第
４
号
該
当

（
本
会
の
会
員
と
し
て
通
算
15
年
以
上
の
業
務
経
歴
が
あ
り

他
の
模
範
と
な
る
者
）

内
田
淳
一
会
員

顕
彰
規
程
第
３
条
第
１
項
第
６
号
該
当

（
本
会
の
会
員
と
し
て
通
算
35
年
以
上
の
業
務
経
歴
が
あ
り

他
の
模
範
と
な
る
者
）

照
井
惇
夫
会
員

埼玉県会顕彰式典
上尾支部の被顕彰会員

懸賞式典の集合写真



顕
彰
式
典
に
続
い
て
埼
玉
県
行

政
書
士
会
の
定
時
総
会
、
埼
玉
県

行
政
書
士
政
治
連
盟
の
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
事
業

報
告
、
同
決
算
、
平
成
30
年
度
事

業
計
画
、
同
予
算
な
ど
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
地
元

の
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
日

行
連
の
遠
田
和
夫
会
長
な
ど
多
数

の
ご
来
賓
が
挨
拶
を
行
っ
た
ほ
か
、

出
席
し
た
会
員
は
支
部
を
越
え
た

交
流
を
深
め
る
な
ど
し
ま
し
た
。

（
副
支
部
長

田
中
智
）

平
成
30
年
６
月
２
日
（
土
）
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

桶
川
駅
西
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
に
て
街
頭
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
午
後
と
延
べ
24

名
の
会
員
が
参
加
し
、
24
件
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

相
談
内
容
の
内
訳
は
、
遺
言
相

続
に
関
す
る
相
談
が
８
件
と
最
も

多
く
、
そ
の
他
に
親
子
関
係
や
離

婚
の
相
談
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
支
部
会
員
の
皆
様
に
、

相
談
に
来
ら
れ
た
方
々
に
寄
り
添
っ

て
誠
実
な
対
応
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。次

回
の
街
頭
無
料
相
談
会
は
、

10
月
６
日
（
土
）
に
上
尾
駅
自
由

通
路
で
行
う
予
定
で
す
。

新
入
会
員
の
皆
様
も
、
ベ
テ
ラ

ン
会
員
と
組
ん
で
相
談
対
応
を
し

て
頂
く
の
で
、
ぜ
ひ
次
回
の
相
談

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
事
業
部
長

佐
々
木

幹
）

埼
玉
県
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
協
議
会
設
置
要
綱
が
平
成
30
年

５
月
31
日
に
施
行
さ
れ
、
埼
玉
県

行
政
書
士
会
が
同
協
議
会
の
構
成

員
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内

７
地
区
に
置
か
れ
る
同
地
区
協
議

会
に
お
い
て
も
、
埼
玉
会
が
構
成

員
と
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
平
成
29
年
３

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
成
年
後

見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
に

示
さ
れ
た
「
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
一
環
と
し
て
、
都
道
府
県
、

市
町
村
、
福
祉
・
法
律
の
専
門
職

団
体
等
が
協
力
し
て
い
く
仕
組
み

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

閣
議
決
定
の
時
点
に
お
い
て
は
、

こ
の
専
門
職
団
体
等
は
「
弁
護
士

会
・
司
法
書
士
会
・
社
会
福
祉
士

会
等
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
要
綱
に
お
い
て

は
、
弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
、

社
会
福
祉
士
会
、
税
理
士
会
と
並

ん
で
埼
玉
県
行
政
書
士
会
が
協
議

会
の
構
成
員
と
な
り
ま
し
た
。
埼

玉
会
の
担
当
者
は
６
月
に
開
催
さ

れ
た
同
会
理
事
会
で
、
「
県
に
お

い
て
は
行
政
書
士
が
専
門
家
と
し

て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。
今

後
は
裁
判
所
に
対
し
て
も
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
予
定
だ
」
と
述
べ
て

お
り
、
今
後
の
推
移
が
注
目
さ
れ

ま
す
。

船
川
喜
正
支
部
長
は
今
回
の
協

議
会
要
綱
に
つ
い
て
、
支
部
会
員

に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
「
我
々

は
、
後
見
制
度
の
プ
ロ
と
し
て
名

前
が
挙
が
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、

後
見
制
度
の
よ
り
良
い
利
活
用
に

よ
っ
て
現
在
の
超
高
齢
化
社
会
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
一
端
を
担
っ

て
い
く
決
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
行

政
書
士
が
成
年
後
見
制
度
を
通
し

て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。

（
副
支
部
長

田
中
智
）

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
最
中

に
関
東
甲
信
地
方
の
梅
雨
明
け
が

発
表
さ
れ
、
か
な
り
驚
き
ま
し
た
。

聞
け
ば
平
年
よ
り
３
週
間
以
上
早

い
そ
う
で
す
。

こ
の
広
報
誌
が
お
手
元
に
届
く

こ
ろ
に
は
、
暑
い
日
々
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
体
調
に
は

十
分
ご
注
意
下
さ
い
ま
せ
。

（
広
報
部
長

槌
本
泰
之
）
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